
問 20（子どもの人権を守るために必要な取り組み） 

 子どもの人権を守るためにどのようなことが必要だと思いますか。次の中からあなたの考えに

近いものをお答えください。（○は３つ以内） 

50.1%

49.7%

39.4%

27.1%

20.1%

16.6%

15.8%

11.7%

10.9%

0.7%

1.7%

1.8%

2.9%

A.児童虐待を防止する

ための施策の充実

B.子ども同士がお互いの人権を

尊重しあえるよう教育すること

C.相談体制の充実

D.教職員の人権意識

や資質の向上

E.家族の中でお互いの

人権を尊重すること

F.差別やいじめに負けない

強い子どもを作る教育

G.子どもに独立した人格がある

ことを大人に教育すること

H.児童買売春・児童ポルノ等

の取り締まりの強化

I.子どもの人権を守るための

広報・啓発活動の推進

J.子どもの人権は十分に守られて

おり、特別な施策は必要ない

K.わからない

L.その他

無回答

■子どもの人権を守るために必要なこととして、「A.児童虐待を防止するための施策の

充実」(50.1%)、「B.子ども同士がお互いの人権を尊重しあえるよう教育すること」

(49.7%)が高かった。 

 次いで、「C.相談体制の充実」(39.4%)、「D.教職員の人権意識や資質の向上」(27.1%)

などが高くなっている。 
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【 参 考 】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。 
前回調査（H17 鳥取県人権意識調査） 
問 18 子どもの人権を守るためにどのようなことが必要だと思いますか。次の中から特にあなたの考えに
近いものをお答えください。（は３つ以内） 

57.7%

49.3%

34.8%

25.9%

25.8%

18.3%

17.0%

14.0%

0.4%

1.8%

1.1%

2.2%

1.子ども同士がお互いの人権を

尊重しあえるよう教育すること

2.児童虐待を防止する

ための施策の充実

3.教職員の人権意識

や資質の向上

4.家族の中でお互いの

人権を尊重すること

5.差別やいじめに負けない

強い子どもをつくる教育

6.子どもに独立した人格がある

ことを大人に教育すること

7.児童買売春・児童ポルノ

等の取締りの強化

8.子どもの人権を守るための

広報・啓発活動の推進

9.子どもの人権は十分に守られて

おり、特別な施策は必要ない

10.わからない

11.その他

無回答
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【性別・年齢との関係】 

〔図 20-1〕 問 20 子どもの人権を守るために必要な取り組み と 性別 の関係 

49.5%

46.5%

39.0%

27.7%

17.2%

16.8%

15.0%

11.0%

13.7%

1.0%

2.3%

2.5%

1.8%

51.3%

52.3%

40.2%

27.3%

22.4%

16.6%

16.6%

12.3%

9.4%

0.4%

1.3%

1.4%

2.1%

A.児童虐待を防止する
ための施策の充実

B.子ども同士がお互いの人権を
尊重しあえるよう教育すること

C.相談体制の充実

D.教職員の人権意識や資質の向上

E.家族の中でお互いの
人権を尊重すること

F.差別やいじめに負けない
強い子どもをつくる教育

G.子どもに独立した人格がある
ことを大人に教育すること

H.児童買売春・児童ポルノ等
の取締りの強化

I.子どもの人権を守るための
広報・啓発活動の推進

J.子どもの人権は十分に守られて
おり、特別な施策は必要ない

K.わからない

L.その他

無回答

男性

女性

 
 性別でみると〔図 20-1〕、男女とも「A.児童虐待を防止するための施設の充実」（男性 49.5％、女

性 51.3％）、「B.子ども同士がお互いの人権を尊重しあえるよう教育すること」（男性 46.5％、女性

52.3％）が高かった。 
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〔図 20-2〕 問 20 子どもの人権を守るために必要な取り組み と 年齢 の関係 

57.5%

49.8%

55.0%

50.6%

48.2%

44.5%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

A.児童虐待を防止するための施策の充実

49.2%

52.0%

49.8%

49.7%

48.8%

52.0%

B.子ども 同士がお互いの
人権を尊重しあえるよう教育すること

33.3%

41.4%

42.4%

44.6%

35.8%

35.8%

C.相談体制の充実

25.0%

26.0%

27.1%

28.7%

28.8%

26.6%

D.教職員の人権意識や資質の向上

18.3%

17.2%

19.0%

19.6%

23.5%

22.5%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

E.家族の中でお互いの人権を尊重すること

10.0%

15.4%

16.0%

17.0%

19.1%

18.5%

F.差別やいじめに負けない
強い子どもをつくる教育

16.7%

18.1%

16.7%

15.1%

14.6%

14.5%

G.子ども に独立した人格があることを
大人に教育すること

7.5%

11.5%

15.6%

11.1%

13.2%

7.5%

H.児童買売春・児童ポルノ等の取締りの強化

9.2%

5.7%

10.8%

13.1%

13.5%

10.4%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

I.子ども の人権を守るための広報・啓発活動の推進

0.8%

0.0%

0.7%

0.6%

0.5%

1.7%

J.子ども の人権は十分に守られており、
特別な施策は必要ない

3.3%

1.3%

1.5%

0.3%

2.7%

2.3%

K.わからない

3.3%

4.0%

1.5%

1.1%

1.1%

1.7%

L.その他

1.7%

3.1%

1.9%

1.7%

1.9%

2.3%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

無回答

 
 年齢別でみると〔図 20-2〕、「A.児童虐待を防止するための施策の充実」は 20 歳代(57.5％)、40

歳代(55.0％)、50 歳代(50.6％)が 5 割を超えており、「B.子ども同士がお互いの人権を尊重しあえ

るよう教育すること」では各年代ともほぼ 5 割前後となっている。 

- 108 -



問 21（児童虐待をなくすために必要な取り組み） 

 児童虐待をなくすために必要なことはどのようなことだと思いますか。次の中からあなたの考

えに近いものをお答えください。（○は３つ以内） 

45.4%

35.8%

31.1%

25.1%

24.2%

23.3%

22.2%

21.6%

16.1%

2.7%

2.1%

3.2%

A.早期発見を行うための

乳幼児健診・訪問指導の徹底

B.児童虐待を防ぐための機関や

組織の充実や協力、連携

C.地域で子どもを

見守る活動の充実

D.被害を受けた子どもを

保護する場所の充実

E.保育サービス・子育

支援サービスの充実

F.虐待した保護者へ

の指導、教育

G.専門的な相談が

できる窓口の充実

H.親同士が相談し

あえる場所の充実

I.児童虐待に関する

教育・啓発活動

J.わからない

K.その他

無回答

■児童虐待をなくすために必要と思うことは、「A.早期発見を行うための乳幼児健診・

訪問指導の徹底」(45.4%)、次いで「B.児童虐待を防ぐための機関や組織の充実や協力、

連携」(35.8%)、「C.地域で子どもを見守る活動の充実」(31.1%)の順に高くなっている。 
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【 参 考 】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。 
前回調査（H17 鳥取県人権意識調査） 
問 19 子どもへの暴力・虐待は、子どもの心身の成長及び人格形成に重大な影響を与えるだけでなく、子
どもの生命の危機や次世代への影響も懸念されますが、児童虐待をなくすために必要なことはどのような
ことだと思いますか。次の中から特にあなたの考えに近いものをお答えください。（○は３つ以内） 

43.6%

37.7%

33.1%

26.6%

26.6%

25.9%

23.9%

22.8%

10.5%

2.4%

1.6%

2.5%

1.早期発見を行うための

乳幼児健診・訪問指導の徹底

2.児童虐待を防ぐための機関や

組織の充実や協力、連携

3.地域で子どもを

見守る活動の充実

4.虐待した保護者へ

の指導、教育

5.被害を受けた子どもを

保護する場所の充実

6.保育サービス・子育て

支援サービスの充実

7.専門的な相談が

できる窓口の充実

8.親同士が相談し

あえる場所の充実

9.児童虐待に関する

広報・啓発活動

10.わからない

11.その他

無回答
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【性別・年齢との関係】 

〔図 21-1〕 問 21 児童虐待をなくすために必要な取り組み と 性別 の関係 

43.0%

38.7%

30.5%

24.7%

19.5%

26.0%

20.3%

18.2%

19.8%

3.3%

3.5%

2.0%

47.6%

34.3%

32.0%

26.0%

27.9%

21.7%

23.5%

24.1%

14.0%

2.4%

1.2%

2.6%

A.早期発見を行うための
乳幼児健診・訪問指導の徹底

B.児童虐待を防ぐための機関や
組織の充実や協力、連携

C.地域で子どもを
見守る活動の充実

D.被害を受けた子どもを
保護する場所の充実

E.保育サービス・子育て
支援サービスの充実

F.虐待した保護者へ
の指導、教育

G.専門的な相談が
できる窓口の充実

H.親同士が相談し
あえる場所の充実

I.児童虐待に関する
教育・啓発活動

J.わからない

K.その他

無回答

男性

女性

 
 性別でみても〔図 21-1〕、男女とも「A.早期発見を行うための乳幼児健診・訪問指導の徹底」（男

性 43.0％、女性 47.6％）が最も高くなっている。次いで「B.児童虐待を防ぐための機関や組織の充

実や協力、連携」（男性 38.7％、女性 34.3％）、「C.地域で子どもを見守る活動の充実」（男性 30.5％、

女性 32.0％）などとなっている。 
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〔図 21-2〕 問 21 児童虐待をなくすために必要な取り組み と 年齢 の関係 

44.2%

44.9%

44.6%

47.7%

47.2%

43.9%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

A.早期発見を行うための
乳幼児健診・訪問指導の徹底

29.2%

33.0%

36.4%

38.1%

39.1%

34.7%

B.児童虐待を防ぐための
機関や組織の充実や協力、連携

26.7%

28.6%

34.6%

30.4%

29.1%

39.3%

C.地域で子どもを見守る活動の充実

25.8%

27.8%

29.7%

28.7%

21.0%

18.5%

D.被害を受けた子どもを保護する場所の充実

23.3%

34.4%

22.7%

27.0%

22.9%

12.7%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

E.保育サービス・子育て支援サービスの充実

16.7%

19.8%

25.3%

26.4%

24.0%

23.1%

F.虐待した保護者への指導、教育

25.0%

20.3%

24.5%

21.6%

22.1%

21.4%

G.専門的な相談ができる窓口の充実

32.5%

22.5%

24.9%

18.5%

20.8%

17.9%

H.親同士が相談しあえる場所の充実

13.3%

11.9%

15.2%

16.5%

18.3%

20.2%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

I.児童虐待に関する教育・啓発活動

3.3%

3.1%

1.9%

0.6%

4.6%

4.0%

J.わからない

2.5%

4.0%

3.3%

1.1%

1.3%

1.2%

K.その他

2.5%

3.1%

1.9%

2.6%

2.4%

1.7%

無回答

 
 年齢別でみると〔図21-2〕、「A.早期発見を行うための乳幼児健診・訪問指導の徹底」（20歳代44.2％、

30 歳代 44.9％、40 歳代 44.6％、50 歳代 47.7％、60 歳代 47.2％、70 歳以上 43.9％）が全ての年代

で最も高くなっている。また、「E.保育サービス・子育て支援サービスの充実」は 30 歳代（34.4％）、

「H.親同士が相談しあえる場所の充実」は 20 歳代（32.5％）、「C.地域で子どもを見守る活動の充実」

は 70 歳以上（39.3％）が高くなっている。 
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問 22（高齢者にとって生活の支障となっているもの） 

 高齢者が暮らしていくうえで、特に支障となったり、問題があると感じられるのはどのような

ことだと思いますか。次の中からあなたの考えに近いものをお答えください。（○はいくつでも）

57.4%

43.3%

33.7%

29.4%

29.1%

27.9%

25.4%

14.7%

14.0%

10.2%

7.9%

3.8%

2.0%

2.0%

A.核家族化の進行などにより家族の

きずなが薄れてきていること

B.年金などの収入が十分でないこと

C.家族が介護休業制度などを利用して、

高齢者を介護する環境となっていないこと

D.就労意欲のある人に対する

雇用の場が少ないこと

E.自宅で受けることのできる

福祉サービスが十分でないこと

F.若い世代に高齢者を大切に

するという心が育っていないこと

G.医療やリハビリテーション、

介護の体制が十分でないこと

H.道路の段差や駅などの建物の階段や

住居の構造などに支障があること

I.隣近所や町内会など地域の

支援体制が十分でないこと

J.高齢者虐待に関する相談・

救済体制が十分でないこと

K.余暇活動などの場が少ないこと

L.わからない

M.その他

無回答

■高齢者にとって支障となったり問題があると感じるものは、「A.核家族化の進行など

により家族のきずなが薄れてきていること」(57.4%)が最も高く、次いで「B.年金など

の収入が十分でないこと」(43.3%)となっている。 
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【 参 考 】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。 
前回調査（H17 鳥取県人権意識調査） 
問 20-② 問 20-①で高齢者が暮らしていく上で「何らかの問題がある」と回答された方にお尋ねします。
高齢者が暮らしていくうえで、特に支障となったり問題があると感じられるのは、どのようなことだと思
いますか。次の中から特にあなたの考えに近いものをお答えください。 

57.7%

50.7%

38.7%

36.7%

35.1%

24.1%

19.7%

19.3%

14.6%

9.2%

8.4%

0.6%

3.0%

1.7%

1.核家族化の進行などにより家族

のきずなが薄れてきていること

2.年金などの収入が

十分でないこと

3.就労意欲のある人に対する

雇用の場が少ないこと

4.若い世代に高齢者を大切にする

という心が育っていないこと

5.家族が介護休業制度などを利用して、

高齢者を介護する環境となっていないこと

6.自宅で受けることのできる福祉

サービスが十分でないこと

7.道路の段差や駅などの建物の階段や

住居の構造などに支障があること

8.医療やリハビリテーション、

介護の体制が十分でないこと

9.隣近所や町内会など地域の

支援体制が十分でないこと

10.高齢者虐待に関する相談・

救済体制が十分でないこと

11.余暇活動などの

場が少ないこと

12.わからない

13.その他

無回答
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【性別・年齢との関係】 

〔図 22-1〕 問 22 高齢者にとって生活の支障となっているもの と 性別 の関係 

58.3%

42.8%

31.0%

30.2%

28.0%

30.3%

28.3%

14.0%

15.8%

12.0%

8.7%

4.5%

2.8%

1.3%

57.7%

44.2%

36.2%

29.3%

30.3%

26.6%

23.9%

15.4%

13.0%

9.0%

7.6%

3.5%

1.5%

1.1%

A.核家族化の進行などにより家族の
きずなが薄れてきていること

B.年金などの収入が十分でないこと

C.家族が介護休業制度などを利用して、
高齢者を介護する環境となっていないこと

D.就労意欲のある人に対する
雇用の場が少ないこと

E.自宅で受けることのできる
福祉サービスが十分でないこと

F.若い世代に高齢者を大切にする
という心が育っていないこと

G.医療やリハビリテーション、
介護の体制が十分でないこと

H.道路の段差や駅などの建物の階段や
住居の構造などに支障があること

I.隣近所や町内会など地域の
支援体制が十分でないこと

J.高齢者虐待に関する相談・
救済体制が十分でないこと

K.余暇活動などの場が少ないこと

L.わからない

M.その他

無回答

男性

女性

 
 性別でみても〔図 22-1〕、男女とも「A.核家族化の進行などにより家族のきずなが薄れてきてい

ること」（男性 58.3％、女性 57.7％）が最も高く、次いで「B.年金などの収入が十分でないこと」

（男性 42.8％、女性 44.2％）が高くなっている。 

- 115 -



〔図 22-2〕 問 22 高齢者にとって生活の支障となっているもの と 年齢 の関係 

45.0%

48.9%

55.4%

63.1%

63.6%

59.5%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

A.核家族化の進行などにより
家族のきずなが薄れてきていること

44.2%

45.8%

40.5%

45.7%

44.5%

39.9%

B.年金などの収入が十分でないこと

22.5%

38.8%

39.4%

36.9%

30.5%

29.5%

C.家族が介護休業制度などを利用して、
高齢者を介護する環境となっていないこと

26.7%

29.1%

32.7%

31.8%

28.8%

24.9%

D.就労意欲のある人に対する
雇用の場が少ないこと

22.5%

32.2%

36.8%

32.7%

25.1%

20.8%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

E.自宅で受けることのできる
福祉サービスが十分でないこと

21.7%

22.5%

24.2%

27.3%

35.6%

32.4%

F.若い世代に高齢者を大切にするという
心が育っていないこと

24.2%

26.4%

31.6%

28.1%

23.5%

16.8%

G.医療やリハビリテーショ ン、
介護の体制が十分でないこと

20.0%

15.0%

16.4%

17.0%

9.4%

16.2%

H.道路の段差や駅などの建物の
階段や住居の構造などに支障があること

11.7%

11.5%

11.5%

14.2%

15.6%

20.2%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

I.隣近所や町内会など
地域の支援体制が十分でないこと

11.7%

9.7%

11.2%

9.7%

12.1%

5.8%

J.高齢者虐待に関する相談・
救済体制が十分でないこと

14.2%

7.0%

6.3%

6.5%

7.5%

11.0%

K.余暇活動などの場が少ないこと

9.2%

5.3%

4.5%

1.4%

3.5%

2.9%

L.わからない

1.7%

3.5%

3.0%

0.6%

1.9%

2.3%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

M.その他

1.7%

0.4%

0.7%

0.6%

2.2%

1.7%

無回答

 
 年齢別でみても〔図 22-2〕、全ての年代で「A.核家族化の進行などにより家族のきずなが薄れて

きていること」（20 歳代 45.0％、30 歳代 48.9％、40 歳代 55.4％、50 歳代 63.1％、60 歳代 63.6％、

70 歳以上 59.5％）が最も高く、40 歳代以上ではいずれも 5 割以上と高くなっている。 
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問 23（認知症の人に対する印象・感想） 

 認知症の人について、どのような印象・感想をお持ちですか。次の中からあなたの考えに近い

ものをお答えください（○はいくつでも） 

85.7%

52.8%

34.2%

22.4%

8.6%

8.1%

3.2%

2.6%

A.家族の介護負担が大きい

B.意思疎通が難しい

C.物忘れや徘徊などの症状により

周囲の人に迷惑をかけている

D.治らない病気である

E.高齢者が発症するものである

F.地域や職場で差別的な言動、

不利益な取り扱いを受けている

G.その他

無回答

■認知症の人に対する印象・感想は、「A.家族の介護負担が大きい」(85.7%)が最も高か

った。 

 
※前回調査なし 
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【性別・年齢との関係】 

〔図 23-1〕 問 23 認知症の人に対する印象・感想 と 性別 の関係 

84.0%

58.2%

34.8%

23.0%

9.8%

8.2%

4.0%

2.0%

88.3%

50.2%

34.6%

22.6%

7.7%

8.3%

2.8%

1.5%

A.家族の介護負担が大きい

B.意思疎通が難しい

C.物忘れや徘徊などの症状により
周囲の人に迷惑をかけている

D.治らない病気である

E.高齢者が発症するものである

F.地域や職場で差別的な言動、
不利益な取り扱いを受けている

G.その他

無回答

男性

女性

 

 性別でみても〔図 23-1〕、男女とも「A.家族の介護負担が大きい」（男性 84.0％、女性 88.3％）

が最も高くなっている。また、「B.意思疎通が難しい」（男性 58.2％、女性 50.2％）も 5 割以上とな

っている。 

〔図 23-2〕 問 23 認知症の人に対する印象・感想 と 年齢 の関係 

72.5%

88.1%

90.7%

88.9%

89.2%

76.9%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

A.家族の介護負担が大きい

45.0%

47.1%

56.9%

56.0%

53.1%

56.6%

B.意思疎通が難しい

35.0%

28.6%

35.3%

34.4%

37.7%

35.3%

C.物忘れや徘徊などの症状により
周囲の人に迷惑をかけている

23.3%

26.0%

20.1%

21.9%

23.7%

21.4%

D.治らない病気である

9.2%

4.4%

3.3%

8.0%

13.5%

13.3%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

E.高齢者が発症するものである

7.5%

7.0%

10.0%

9.7%

7.3%

6.9%

F.地域や職場で差別的な言動、
不利益な取り扱いを受けている

5.8%

5.3%

2.6%

4.0%

1.3%

1.7%

G.その他

3.3%

0.9%

1.1%

0.6%

1.6%

5.2%

無回答

 
 年齢別でみると〔図 23-2〕、「A.家族の介護負担が大きい」が 30 歳代から 60 歳代で 8 割を超えて

高くなっている。また「B.意思疎通が難しい」が 40 歳代以上で 5 割以上となっている。 
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